尺度使用マニュアル

心理尺度を投稿する場合は，マニュアルの添付を義務付ける。

マニュアルの形式と内容は以下のようにする。

なお，ファイルタイプはPDF が望ましいが，それが難しい場合は問い合わせることとする。

分量：A4 判，10 ポイントで2 枚程度

内容：原則として以下の見出しに従う

なお＜必須項目＞，（非必須項目）である。

＜尺度名＞

ここに尺度名を記述する

＜測定概念＞

尺度がどのような測定概念を測定するのか，特徴はどこにあるのか，過去の研究とどのように関連するのか，などについて記述する。

＜適用範囲＞

尺度を適用できる範囲を記述する。年齢や性別，また，一般の集団か特殊な集団か等。

＜尺度構成手続き＞

被験者数や，項目作成方法などを記述する。出来るだけ具体的な内容であることが望ましい。予備調査のデータ等があれば，それもここに記述する。

＜信頼性＞

内的整合性や再検査信頼性について，検討している場合はその結果を具体的に記述する。もし，行っていない場合は「未検証」とする。

＜妥当性＞

妥当性の検証手続きについて，具体的な検証方法およびそこで得られた値を記述する。もし，行っていない場合は「未検証」とする。

＜採点方法＞

尺度得点の算出方法を記述する。なお，いくつかの下位尺度から構成されている場合は，どの項目がどの下位尺度に対応しているのか，また，算出方法はどのようにするのか，について記述する。詳細は著者へ尋ねるという形にしてもかまわない（特に，尺度の一部のみを掲載している場合）。

＜尺度の使用について＞

　項目の改変は認められるか，また，複数の下位尺度から構成されている場合一つの下位尺度のみを使用してよいか，等について記述。

（解釈方法）

解釈方法を特に説明する場合はここに記述する。

（出典文献）

すでに何らかの媒体にて公表されている場合は，その文献を記述する。記述の仕方は「パーソナリティ研究」に順ずる

＜連絡先＞

所属および氏名を記述する。メールアドレスを公開してもかまわない場合は，同じくここに記述すること。なお，尺度の一部のみを掲載している場合は，メールアドレスを公開することが望ましい。

＜無料・有料の別＞

無料か有料かどちらかを記述し，また，有料である場合は金額などその詳細を記述すること。

＜著作権関連情報＞

著作権に関連することはここに記述してください。例「転載は著者の承諾を得ること」

（その他）

その他，なにかあればここに記述すること。
